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１.2025/３期第２Q連結業績 ～エグゼクティブサマリー～

売上・利益全項目で計画通り進捗

（百万円）

2024/3期

２Q実績

（構成比）

2025/3期

２Q実績

（構成比）

前年

同期比

増減額

前年

同期比

増減率

47,274 49,158

(100.0%) (100.0%)

1,041 1,081

(2.2%) (2.2%)

1,050 1,128

(2.2%) (2.3%)

603 605

(1.3%) (1.2%)

親 会 社 株 主 に

帰 属 す る

中 間 純 利 益

+0.4%+2

営 業 利 益 +3.9%+40

経 常 利 益 +7.5%+78

売 上 高 +4.0%+1,883



3

２.成長戦略 ～ビジネスモデル～

SOLEX

株式会社エフ・ビー・エス

の提供

促進

教育事業を中心に人材育成・事業開発・海外展開

[マレーシア] Human Star Child (MALAYSIA) SDN. BHD.

[フィリピン] Human Academy Philippines,inc.
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２.成長戦略 ～全体方針～

- 事業の高付加価値化と利益率の向上 -

●ビジネスモデルの強化

●高付加価値ビジネスの創造

●DX推進による業務効率化

●事業戦略に即したM＆A推進
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事業の高付加価値化と賃金アップのイメージ

２.成長戦略 ～現在策定中の中期経営計画（2025/3期～2028/3期）のイメージ～

（実績） （実績） （計画）

（億円） （億円）（2023年/3期比）



6

日本の
労働人口減

人材事業

教育事業

GIT
海外人材就労支援

日本語教育
職業教育

海外人材の活用 国内労働力の確保
介護事業

保育事業 保育
学童

通所介護
グループホーム
訪問介護
ホスピス

人材育成,リスキリング

ＩＴ事業

人材事業 RPA・DX

業務受託

生産性の向上

教育事業 社会人教育

全日制教育

MBA IT・DXコンサル

２.成長戦略 ～中長期の重点取り組み領域～

「日本の労働人口減」という大きな課題に対して、ヒューマン
グループの持つリソースを使って４つの視点から解決を図っていく
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国内外のプレミアムタレント・コンテンツのビジネスを展開

※ジャパンプレミアムコンテンツ・タレントビジネス ・・・国内優良コンテンツ（保育・ロボット・アニメ・ゲームなど）や、教育などで差別化した国内在住のグローバル人材を

海外子会社・関連会社・現地提携パートナーとともに海外で、提供していくビジネス

※フォーリンプレミアムコンテンツ・タレントビジネス・・・海外現地の優良コンテンツや、教育などで差別化した海外現地のグローバル人材を、

国内グループの法人が国内で、提供していくビジネス

※グローバルプレミアムコンテンツ・タレントビジネス・・・海外現地の優良コンテンツや、教育などで差別化した海外現地のグローバル人材を、

海外子会社・関連会社・現地提携パートナーとともに海外で、提供していくビジネス

リアルやオンラインで、サービスが国境を越えることで付加価値のつくビジネスを追求

現状のビジネスモデル

フォーリンプレミアムコンテンツ
・タレントビジネス

ジャパンプレミアムコンテンツ

・タレントビジネス

グローバルプレミアムコンテンツ
・タレントビジネス

人

材

お
よ
び

コ

ン

テ

ン

ツ

の

供

給

元

人 材 お よ び コ ン テ ン ツ の 供 給 先

国 内 海 外 現 地

国

内

海
外
現
地

中期 長期

中期

（foreign）

２.成長戦略 ～海外ビジネス展開～
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３.企業価値向上施策の進捗状況

企業価値向上における課題 ※「2023年3月期決算説明会資料」記載（2023年5月18日公表）

１．株式流動性 流通株式比率は、上場維持基準25％に対して、実績20.85%（▲ 4.15P）

２．株主還元 成長のための先行投資を優先するため、配当性向20％を株主還元方針

企業価値向上施策の進捗状況

2023年５月 「上場維持基準の適合に向けた計画書」を開示
・当社役員及び役員の２親等以内の親族の保有株式に対して、当社株式の売却を促し流通株式比率の改善を図る

株主還元の配当方針を配当性向30％に変更

2023年９月～10月 公開買付けにより自己株式を取得
・当社役員及び役員の２親等以内の親族の保有株式を合計500,000株取得

2023年12月 自己株式（609,201株）を消却

2024年６月 当社役員及び役員の２親等以内の親族の保有株式について、合計518,300株の立会外分売を実施

１．株式流動性 流通株式比率は、上場維持基準である25％以上を達成する見込み（※）

２．株主還元 2024年３月期は１株あたり62円50銭の配当（配当性向30.9％）を実施

2025年３月期の配当予想は１株あたり64円00銭（配当性向30.2％）

※ 次回基準日（2025年３月31日）時点の上場維持基準の適合状況については、東京証券取引所からの判定結果に係る通知をもって、改めてお知らせいたします
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４.2025/３期通期連結業績予想 ～エグゼクティブサマリー～

業績予想の修正は無し

売上・利益全項目で2024/3期の過去最高値を更新見込み

（百万円）

2024/3期

通期実績

(構成比）

2025/3期

通期業績予想

（構成比）

前期比

増減率

95,895 99,300

(100.0%) (100.0%)

3,149 3,300

(3.3%) (3.3%)

3,294 3,350

(3.4%) (3.4%)

2,157 2,200

(2.2%) (2.2%)

+3.6%

+4.8%

+1.7%

+2.0%

売 上 高

営 業 利 益

経 常 利 益

親 会 社 株 主 に

帰 属 す る

当 期 純 利 益

2,157 2024/3期

【ご参考】

過去最高

数値

95,895

3,149

3,294

2024/3期

2024/3期

2024/3期
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４.2025/３期通期連結業績予想 ～計画に対する進捗について～

2025/3期

通期業績

予想

2025/3期

２Q実績
コメント

売上 連 結 99,300 49,158 49.5% 〇 概ね計画通りに推移

人 材 57,557 29,007 50.4% ◎ 概ね計画通りに推移

教 育 25,950 12,668 48.8% 〇 概ね計画通りに推移

介 護 12,394 6,149 49.6% 〇 概ね計画通りに推移
そ の 他

(全社含む）
3,398 1,332 39.2% △ 想定内

営業 連 結 3,300 1,081 32.8% △ 進捗遅れではあるが計画通りに推移

利益 人 材 1,849 1,088 58.9% ◎ 好調に推移

教 育 1,049 38 3.7% × 進捗遅れではあるが計画通りに推移

介 護 298 127 42.9% ○ 概ね計画通りに推移

そ の 他 85 ▲ 215 - △ 赤字ではあるが計画通りに推移

全 社 17 41 236.4% ○ 概ね計画通りに推移

（百万円）

通期業績予想

対比

進捗率



11

４.2025/３期通期連結業績予想 ～教育事業の進捗遅れと年間予測～

入国制限緩和時に
入学した留学生が卒業

四半期末時点の日本語学校在籍者数 教育セグメント 営業利益四半期推移（前期比較）

 計画対比の進捗遅れの要因および年間予測

営業利益の進捗の遅れについては、教育セグメントの国際人教育事業における日本語学校開設の
先行投資および日本語学校入学生増加に伴う一時的な費用が増加したことが主な要因。

一方、下期においてはそれらによる在籍者数増加に伴う売上高増加により営業利益が増加するため、
通期の計画を達成する見込み。

まん延防止等重点措置終了
入国制限緩和、留学生受け入れ再開

入学生増加

新型コロナ感染症拡大
入国制限措置、緊急事態宣言

ウィズコロナ アフターコロナ


